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1.「アタリ」と「トコロ」の置換可能性 

(1) a. 周りに内緒で準備を進めるアタリが彼らしい 

 b. 周りに内緒で準備を進めるトコロが彼らしい 

(2) a. この町は住人が減ってきていて、そのアタリが少し寂しい 

 b. *この町は住人が減ってきていて、そのトコロが少し寂しい 

(3) a. *見返りを求めない健気なアタリが彼女らしい 

 b. 見返りを求めない健気なトコロが彼女らしい 

(4) a. 窮地に立たされても決して諦めないアタリ、彼の粘り強さを感じる 

 b. *窮地に立たされても決して諦めないトコロ、彼の粘り強さを感じる 

 

(5) 本論文で取り組んだ問題： 

  形式名詞アタリとトコロは、それぞれどのようなときに主要部名詞として使用可能で、どのような

ときに使用不可であるのか 

 

(6) 結論： 

 a. 形式名詞アタリに形容詞（ただし、ナイを除く）・連体詞・格助詞ノが前接する場合、また、ガ・

ヲ・ニ以外の格助詞が後接する場合、アタリ文の容認性が制限される。 

 b. 形式名詞トコロにガ・ヲ・ニ以外の格助詞もしくは読点が後接する場合、トコロ文の容認性が制限

される。 

 

2.アタリ文について 

（ナイ以外の）形容詞が前接する場合 

(7) a. *他人の失敗を責めない心の広いアタリが彼らしい  [イ形容詞] 

 b. 忙しいのに仕事に全くミスのないアタリが素晴らしい [イ形容詞・ナイ] 

 c. ?見返りを求めない健気なアタリが彼女らしい  [ナ形容詞・形容詞的]（＝(3a)） 

 d. ?彼の、何事にも動じない大人なアタリを見習いたい  [ナ形容詞・名詞的] 

 

連体詞が前接する場合 

(8)  ?他人の失敗を責めない器の大きなアタリが彼らしい 

 

格助詞ノが前接する場合 

(9)  ?この町は住人が減ってきていて、そこのアタリが少し寂しい （cf. (2a)） 



 

ガ・ヲ・ニ以外の格助詞が後接する場合 

(10) a. ?彼の場合、朝寝坊を頻繁にするアタリから改善が必要だ 

 b. *周りに気を遣って振る舞うアタリよりありのままでいる方が彼らしい 

 c. *彼は周りに内緒で準備を進めるアタリで一目置かれている 

 d. *彼の場合、朝寝坊を頻繁にするアタリまで改善が必要だ 

 e. ?彼の無責任に振る舞うアタリへ怒りの矛先を向ける 

 f. ?彼の無責任に振る舞うアタリと折り合いをつける 

 

3.トコロ文について 

ガ・ヲ・ニ以外の格助詞が後接する場合 

(11) a. ?彼の場合、朝寝坊を頻繁にするトコロから改善が必要だ 

 b. *彼は周りに内緒で準備を進めるトコロで一目置かれている 

 c. *周りに気を遣って振る舞うトコロよりありのままでいる方が彼らしい 

 d. *彼の場合、朝寝坊を頻繁にするトコロまで改善が必要だ 

 e. ?彼の無責任に振る舞うトコロへ怒りの矛先を向ける 

 f. ?彼の無責任に振る舞うトコロと折り合いをつける 

 

読点が後接する場合 

(12) a. *窮地に立たされても決して諦めないトコロ、彼の粘り強さを感じる （＝(4b)） 

 b. 窮地に立たされても決して諦めないトコロに、彼の粘り強さを感じる 

(13) a. 窮地に立たされても決して諦めないアタリ、彼の粘り強さを感じる （＝(4a)） 

 b. 窮地に立たされても決して諦めないアタリに、彼の粘り強さを感じる 
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